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「行政保健師の職業的アイデンティティ尺度」の

開発と関連要因の検討
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目的 ｢行政保健師の職業的アイデンティティ尺度」を開発すると共にそれに関連する要因を明ら

かにし，効果的な保健師活動のための基礎資料とする。

方法 行政保健師の職業的アイデンティティを測定する尺度を作成し，関東地域に勤務する行政保

健師に対する質問紙調査を実施した。回答の得られた739人を分析し，尺度の信頼性と妥当

性，および関連要因を検討した。

結果 1) 7 つの下位概念と52項目の暫定版行政保健師の職業的アイデンティティ尺度（PISP）を

作成した。この尺度の項目分析と因子分析（プロマックス斜交回転法）の結果，PISP は，《保

健師としての自信》，《職業と自己の生活の同一化》，《他者からの評価と自己尊重》，《職業への

適応と確信》，《職業と人生の一体化》の 5 因子構造の37項目からなる尺度となった。2) PISP
の合計得点と「自我同一性尺度」，「自尊感情尺度」とは有意な正の相関がみられた。3) PISP
と「看護職の職業的アイデンティティ尺度」の合計得点との関連では，有意な正の相関がみら

れた。4) PISP 全体の a 係数は0.96と高かった。5) PISP の合計得点と年齢および経験年数の

関連では共に有意な正の相関がみられた。6) PISP の合計得点との関連では，配偶者の有群，

同居者の有群，夫・子供と同居している群，役職の有群の得点が無群と比べ有意に高かった。

7) PISP および下位尺度の合計得点を従属変数とし，前提要因と関連要因を独立変数とした重

回帰分析の結果，PISP の合計得点に有意に関連していたのは，信念をもっている，モチベー

ションをもっている，年齢が高い，保健師としての役割を担っているであった。

結論 PISP は信頼性，妥当性が検証され，適用可能な尺度と考えられた。また，保健師の職業的

アイデンティティ向上のためには，信念やモチベーションを高めたり，専門性が発揮できるよ

うに組織体制を整えることの必要性が示唆された。
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